
【埼玉県立本庄高等学校同窓会】 

平成２６年度第九回本部役員会 会議録 

      １ 開催日時 平成２７年２月２１日（土） 

              午後３時～５時 

       ２ 開催場所 本庄高等学校 校長室 

       ３ 出 席 者 狩野会長、冨田・白本・斎藤・柿木・高橋・ 

須田副会長・川上事務局長・志塚・相川会計、 

埴岡顧問（校長）（韮塚・相模教頭） 

会議の概要 

 平成２６年度第九回役員会は、上記により開催された。会議の進行は川上事

務局長が司会。 

１ 開会のことば 白本副会長 

２ あいさつ 狩野会長 

３ 来賓あいさつ 埴岡顧問（校長）「本高入試願書受付が２月１８・１９ 

日に行われ、３月２日に学力試験、１０日に合格発表。 

お蔭様で県北の高校では倍率が一番高かった」 

４ 報告事項 

（１） 忘年会決算報告について 

志塚会計が説明、報告。出席役員がこれを了承 

（２） 支部長会議、新年懇親会決算報告について 

志塚会計が説明、報告。出席役員がこれを了承。 

（３） 吹奏楽部員の関東甲信越大会出場について 

１月１７日に開催された日本吹奏楽指導者協会主催ＪＢＡ埼玉県 

部会ソロコンテスト本選で、吹奏楽部２年岡本朱夏（あやか）さんが 

金賞を受賞。埼玉県代表として管楽器ソロコンテストＪＢＡ関東甲信 

越大会に出場することが決定し、同窓会から激励金を渡したことを報 

告。出席役員がこれを了承 

 

 （会則により、狩野会長が議長に就任） 

５ 議  題 

（１） 図書館の夜間管理の四者協議（学校・ＰＴＡ・後援会・同窓会） 

について 

     ２月１４日に開催された図書館の夜間管理についての四者（学校 

・ＰＴＡ・後援会・同窓会）協議の内容について報告し、今後の取 

り組みについて協議を行った。 



※図書館の夜間管理（放課後の自学・自習体制の整備） 

     部活終了後、３０～４０人の生徒が放課後午後８時まで開放され 

た９つの自習室で授業の予習・復習、受験勉強などをしている。 

本高は共学であり、生徒の安全面からもこの生徒たちの自学・自 

習の場として（浦和高校、熊谷高校でも実施している）学習資料の 

そろった図書館を月曜～金曜日の午後５時から８時まで開放するこ 

とで検討している。 

1 日３時間、週１５時間だが、シルバー人材センターの人件費を 

    参考に計算すると月額６万円前後の費用が必要となる。 

  生徒の自学・自習を同窓会として管理費用の面、また役員が交代 

で図書館に勤務することなどで支援することを決定。なお、その具 

体的取り組みについての同窓会の意見を四者協議の場で発表し、再 

度協議することとした。 

（２）同窓会入会式と記念品について 

    ３月１２日（木）卒業式リハーサル後に行われる同窓会入会式の出 

席者を確認。 

（出席予定者）狩野会長、斉藤・須田・高橋副会長、川上事務局長 

 なお、卒業生に贈呈する記念品は例年どおりケース入り印鑑（岩本 

印輔に発注。税込み９１０円）。 

 （３）卒業式について 

    ３月１３日（金）に開催される卒業式の出席者を確認。 

（出席予定者）狩野会長、冨田・白本・斉藤副会長、相川会計、黒沢監事、 

      川上事務局長  

     （写真担当）高橋副会長 

  卒業式終了後、定時制課程の同窓会入会式を開催。 

（４）入学式について 

    ４月８日（水）に開催される入学式の出席者を確認。 

（出席予定者）狩野会長、冨田・白本・柿木副会長、志塚・相川会計、 

       川上事務局長  

     ※当日は、黒の礼服着用 

     なお、本日欠席の役員には（２）～（４）の出欠席を後日確認。 

（５） 母校の知名度アップ戦略について 

  図書館の夜間管理について協議した四者協議においても、母校の 

知名度アップについて今後ＰＴＡ、後援会の会合の場でも取り上げ 

議論していただきたいと要請したことを報告し、役員の今後の協力    

を依頼。役員からは「図書館の夜間管理を同窓会が行うことも知名 



度アップに繋がる」との意見も出された。 

（６） ３月役員定例会について 

３月２１日（土）正午から本年度卒業生クラス理事を招いて、食 

    堂で役員との昼食懇談会として開催。 

 

     

６ 閉会の言葉  斉藤副会長 


